
彙

報

策
二
十
辮
隅
巻
　
　
轄
僻
階
悶
號
　
　
　
二
〇
論
ハ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
さ
き
の
調
査
隅
様
、
著
鷺
の
強
調
さ
れ
て
る
る
の
は

・
注
膏
脚
す
べ
き
で
あ
る
Q
た
“
心
礎
あ
謬
る
に
よ
っ
て
姥
較
的
濫
淫
形
の
明
か
と

な
っ
た
塔
颯
の
潰
｝
構
は
、
之
を
釜
師
寺
…
赤
塗
塔
と
一
瀬
似
の
建
纂
に
擬
せ
ら
れ

る
。
破
風
舞
み
の
鰯
金
具
の
翻
重
き
は
、
瀧
隆
寺
金
堂
の
そ
れ
と
比
し
て
無
り

小
さ
く
な
い
熱
が
、
ま
た
推
拝
読
難
な
金
堂
の
規
模
に
耐
つ
の
資
料
を
蝿
供

す
る
で
あ
ら
5
と
い
ふ
の
で
あ
る
ゆ
、

　
以
上
お
ほ
ま
か
な
木
書
内
容
の
紹
介
は
却
っ
て
纏
蒋
に
埋
解
の
姻
難
を
趨

さ
し
め
る
で
あ
ら
う
が
、
か
』
る
心
配
は
磯
際
に
水
警
を
綴
か
る
転
こ
と
に

よ
っ
て
解
濁
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
四
十
一
の
挿
圓
と
四
全
九
に
上
る
鮮
明

な
る
國
版
と
ほ
懇
切
な
る
本
文
の
叙
逃
と
相
倹
っ
て
既
の
調
査
事
業
の
全
貌

を
何
人
に
も
手
に
聴
る
如
く
教
へ
て
る
る
Q
田
猟
六
倍
側
、
本
丈
八
六
頁
、
昭

和
十
購
年
三
擁
三
十
口
搬
行
、
非
嚢
贔
×
村
山
修
一
）

彙

報

喜
田
文
學
憶
…
士
の
誹

　
京
都
棄
北
爾
帝
國
大
學
文
學
部
講
隔
文
踏
鍬
ま
嘉
田
貞
吉
氏
は
滑
疾
を
以

て
去
る
七
月
…
油
鼠
夜
東
京
順
天
帯
串
艇
長
で
長
癒
せ
ら
れ
た
Q
博
士
は
徳
島
縣

の
鵬
身
で
、
第
…
…
…
高
等
廉
校
を
纏
て
明
治
瓢
十
九
年
東
京
帝
國
大
望
の
國
史

科
を
卒
業
せ
ら
れ
て
後
、
我
が
秘
舞
に
寄
越
せ
ら
れ
た
大
き
な
業
績
に
就
い

て
は
、
爾
今
澱
謄
の
賀
を
遡
へ
ら
れ
た
際
物
刊
の
『
六
十
年
の
醐
顧
臨
に
詳
で

あ
り
、
該
た
そ
の
　
端
も
本
誌
あ
に
録
照
れ
て
み
る
の
で
、
い
驚
改
め
て
記

す
蜜
で
も
な
い
が
、
華
幣
の
瀞
を
受
け
ら
れ
て
後
も
不
欄
懲
｛
各
方
醐
へ
の
活

動
を
つ
“
け
ら
れ
た
。
照
瀦
十
年
流
騰
を
病
ん
で
、
　
…
鱒
醜
態
を
傳
へ
た
が

拳
に
手
術
…
後
の
読
過
よ
ろ
し
く
、
縫
〃
康
輯
鐙
に
復
し
て
曲
者
を
凌
ぐ
元
氣
で
、

更
に
東
畳
数
愛
、
昨
年
は
脳
聯
繋
軍
濁
籔
行
せ
ら
れ
、
今
年
に
入
っ
て
ほ
等

覚
博
士
の
法
隆
纈
に
關
し
て
新
見
解
を
獲
表
す
る
に
及
び
、
老
馬
を
提
げ
て

論
戦
を
野
鼠
し
て
意
氣
の
盛
な
る
を
承
さ
れ
つ
㌔
あ
っ
た
が
、
痛
そ
の
闘
に

隠
し
、
六
月
初
東
北
大
爆
唄
の
講
…
義
を
絡
へ
て
麟
京
後
病
臥
途
に
立
た
ず
、
多

年
自
ら
期
さ
れ
た
法
隆
浄
論
を
第
鳳
溝
と
し
、
以
下
帝
都
の
研
．
究
此
ハ
他
十
指

に
籐
る
諸
研
究
を
集
大
成
す
る
野
業
の
緒
に
就
く
に
先
立
っ
て
癒
か
れ
た
。

た
十
九
の
享
年
ほ
必
ず
し
町
彫
入
に
と
っ
て
憶
短
命
と
は
云
ひ
難
い
が
、
常

に
九
十
の
長
命
を
欝
に
し
、
古
稀
に
近
づ
き
乍
ら
、
あ
ら
ゆ
る
研
兜
に
積
極

的
な
態
度
で
臨
…
み
、
常
に
第
一
線
に
立
つ
こ
と
を
つ
と
め
ら
れ
た
博
士
の
勝

在
は
、
典
の
特
色
あ
る
學
風
と
絹
侯
っ
て
、
我
が
史
墜
界
の
一
門
槻
で
あ
っ

た
。
さ
れ
ば
其
の
長
逝
は
博
蛮
自
ら
の
泌
憾
は
云
ふ
蜜
で
も
な
く
、
諸
方
浦

か
ら
哀
惜
せ
ら
る
、
所
で
、
膿
界
に
一
調
の
寂
寛
感
を
輿
へ
る
次
第
で
あ
る
。

　
蓬
灘
の
儀
は
博
士
生
前
の
主
旨
に
基
い
て
、
東
京
で
の
告
溺
式
を
慶
し
、

十
鋸
H
郷
里
の
…
剛
波
．
國
郷
賀
郡
立
江
町
櫛
淵
に
て
脊
ほ
れ
、
梁
戯
隆
法
履
士

と
澄
し
て
、
闘
百
博
士
生
萌
の
設
計
建
設
に
係
る
漿
域
に
埋
．
骨
せ
ら
れ
た
。

　
博
士
ぽ
窟
都
帝
國
大
駈
交
科
大
學
に
史
蓼
科
が
創
設
後
悶
も
な
く
講
師
を

賜
託
せ
ら
れ
て
以
來
黛
豊
年
、
典
の
聞
数
授
に
任
じ
て
欝
欝
、
驚
た
塞
會
…
富

初
よ
り
の
會
員
と
し
て
、
特
に
詐
議
員
に
塞
げ
ら
れ
、
多
く
の
名
編
を
寄
難

し
て
、
會
の
稜
展
を
助
け
ら
れ
た
。
さ
れ
ば
其
の
瀞
報
到
る
や
文
雄
部
長
酉

（　8｛3S　）



腿
博
士
ほ
東
京
の
郵
を
…
箏
…
闘
し
、
郷
錐
の
葬
儀
に
際
し
て
は
梅
療
助
教
置
擾
文

學
部
敏
・
宮
並
に
工
本
革
月
を
代
表
し
て
式
に
刻
し
、
餓
晶
朋
に
・
照
の
弔
詞
を
撫
（
へ
て
、

恭
し
く
哀
悼
の
誠
を
致
し
た
。

　
　
　
　
哀
　
　
　
罰

　
葡
家
都
帝
國
大
雄
野
瀬
、
規
．
丈
暴
部
講
師
從
闘
位
勤
四
鯵
交
難
博
士
喜
斑

　
L
爵
ハ
珈
臓
先
撫
｛
、
去
月
下
…
勲
嗣
、
鰭
照
棚
旧
復
タ
蹴
蹴
シ
晰
ア
蘇
μ
ぜ
晶
鶴
陶
ツ
r
ベ
カ
ー
フ
ザ
ル
ゲ
疏
隣

　
グ
。
膏
霧
ノ
潜
疾
、
藥
物
干
7
疫
損
ス
ル
識
ト
態
ハ
ズ
、
直
隠
之
ヲ
鵬
逐
ス

　
か
コ
ト
龍
ハ
ズ
、
博
士
ハ
資
性
麟
遽
叢
飯
ノ
氣
牲
、
魅
ン
デ
響
町
ノ
敷
ソ

　
期
セ
ラ
レ
シ
モ
其
ノ
功
亦
空
γ
ク
、
　
本
灯
欝
H
下
等
九
畦
鰍
十
五
分
γ
以

　
テ
東
窟
市
二
長
逝
セ
ラ
ル
。
春
秋
六
十
九
、
鳴
睡
・
麓
ナ
ル
畿
、
鳴
呼
悲
シ

　
イ
哉
。
博
旗
ハ
明
油
閥
十
一
年
寡
都
帝
國
大
藻
丈
科
大
學
二
講
師
ト
シ
テ

　
我
が
瀬
悶
齊
〔
代
史
一
二
闘
隅
ス
ル
断
胴
新
ノ
研
…
箆
ヲ
灘
齢
澱
…
セ
ラ
レ
、
火
疋
九
奪
・
七
月

　
ヨ
サ
十
三
確
九
h
月
㎝
、
デ
京
錦
帝
礪
穴
菱
喰
提
ス
重
職
二
季
セ
ラ
レ
テ
腰
史

　
學
第
　
講
嬢
ソ
櫓
柾
シ
、
典
ノ
後
叉
塞
學
綴
織
蔀
二
講
師
ト
ナ
”
テ
以
テ

　
今
ユ
及
べ
囁
。
博
ま
ノ
畢
、
典
ノ
最
奄
長
ズ
ル
折
倒
懸
が
古
代
災
一
…
在
嘩

　
記
録
ト
庶
物
灘
蹟
レ
ソ
書
紀
塁
審
参
稽
シ
テ
常
一
二
家
ノ
織
見
ソ
立
テ
、

世
細
塵
フ
班
ノ
嶺
論
穴
著
暴
ゲ
テ
算
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
戦
勲
無
モ
土
俗
馨
二

潜
心
シ
、
我
が
艶
艶
東
灘
界
ノ
満
宿
黛
匠
ト
シ
テ
命
宍
海
内
三
瀬
ク
、
就

　
串
法
隆
響
靱
難
論
ノ
一
滋
下
刷
霧
不
磨
ノ
大
案
ソ
無
勢
シ
、
堂
々
ノ
譲
陣

　
艦
旗
鎗
御
難
備
綬
紘
、
繋
鼓
鯨
波
飛
ソ
動
勢
ス
ノ
織
ア
噂
、
蓋
シ
樽
煮
ノ

　
瓜
瀦
烹
刊
㌻
野
此
ノ
諏
墨
論
ト
ハ
強
健
∴
照
臨
麟
み
糧
Ψ
鍍
π
二
於
テ
・
氷
へ
　
篇
恥
撮
減
ノ
鮒
珊
鵜
猟
カ
ル

　
ベ
シ
、
今
満
塁
重
ノ
本
貫
野
曝
鐡
セ
ラ
〃
ル
エ
禽
シ
、
徳
馨
ソ
愚
捜
シ
、

　
慧
像
二
焚
香
シ
哀
孫
ノ
幣
轟
々
ナ
ル
薦
ノ
ア
サ
、
翼
ク
ハ
輩
一
喫
安
ラ
ケ
ク

臨W

X鰯

J解

恪w

m
燃
鼠
唐
撒
二
擢
蹴
暫
リ
岬
、
シ
、
ロ
N
ヘ
ニ
…
山
男
鰍
隅
【
｝
鵬
ノ
胎
温
州
細
ヅ
山
回
・
ケ
｝
フ

レ
ム
コ
ト
ソ
、
繍
W
ヵ
曲
鋤
鋤
灘
ブ
瞭
陣
べ
一
7
．
隅
鵡
韓
呼
ノ
慨
補
蝋
ゲ
雰
帆
ス
、
英
一
継
出
八
レ
來

サ
繍
尚
ケ
ラ
レ
甥
。

　
　
畷
和
牽
糊
年
七
刃
十
…
鵡
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帯
購
大
菊
郭
長
　
観
照
直
二
郎

　
　
　
　
賢
　
　
　
　
淘

巣
學
研
究
錠
口
殉
評
議
員
、
童
賃
機
撃
鯨
愉
喜
鰯
藏
吉
勲
ノ
遇
娠
ソ
悼
ミ

灘
ミ
テ
帯
意
γ
表
ス

　
　
昭
瀦
十
階
年
七
月
十
蕪
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
更
學
擬
繊
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
梅
原
〕

　
　
牧
鄭
信
之
勘
氏
の
計

　
京
都
港
南
大
鷺
文
學
灘
講
師
牧
野
信
…
之
助
氏
ほ
凄
「
る
八
月
以
來
病
臥
中
で

あ
っ
た
が
、
薬
餌
敷
な
く
途
に
去
る
九
刀
鵬
諸
軍
H
年
前
四
瞬
自
邸
に
於
い

て
逝
去
せ
ら
れ
た
。
享
年
灘
テ
六
〇
氏
ほ
明
治
十
七
年
囚
月
鴬
十
鴬
総
灘
井

縣
今
立
郡
霊
堂
酎
に
燕
れ
　
武
生
申
黒
蝿
卒
業
後
、
明
治
紺
垂
ゐ
年
京
都
帝
國

大
撃
文
科
大
熱
に
助
手
と
な
ウ
、
故
内
田
銀
薮
教
擾
の
下
に
敷
瀦
に
從
饗
し

た
が
、
迎
年
志
を
立
て
龍
逡
科
に
入
り
、
購
十
滋
年
修
了
と
共
に
郷
錐
に
蹄

2
上
五
師
鰻
万
病
の
数
鞭
を
と
っ
た
が
、
大
蕉
繊
年
轟
井
縣
史
編
纂
員
と

な
っ
て
以
來
機
織
…
い
で
滋
賀
御
史
、
鱗
毒
史
、
曲
蜘
緻
追
・
契
軍
需
ら
蹄
謂
華
燭
の

編
修
に
從
ひ
よ
く
そ
の
業
を
大
威
し
た
。
昭
三
八
年
以
來
塞
都
大
攣
文
學
部

講
師
と
し
て
鰯
年
毎
に
楽
講
し
、
今
年
は
門
羅
本
藤
殖
史
」
の
題
黙
の
下
に
閣

（669）

報

第
二
十
照
巻
　
鑛
購
號
　
　
二
．
〇
七



黎

報

第
諜
十
澱
門
谷
　
第
騰
號
　
　
　
　
○
八

吏
專
攻
學
生
の
爲
に
聴
殊
講
…
義
を
分
携
せ
ら
れ
つ
㌧
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

春
以
來
健
康
歴
れ
ず
、
八
月
　
鷲
病
床
に
つ
く
や
途
に
轡
ぴ
越
た
ず
忽
然
長

癒
せ
ら
れ
た
の
は
製
に
顧
み
て
も
勲
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
患
ふ
に
氏
の
撃

悶
的
観
応
は
主
と
し
て
中
世
纏
會
輕
濟
史
の
復
域
に
あ
り
、
殊
に
地
方
農
栂
、

聚
溶
等
の
㈹
魎
は
最
も
力
を
蜷
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
堅
．
買
に
し

て
細
緻
な
る
學
風
は
「
鍛
獄
時
代
瀧
會
の
舐
究
緊
昭
瀦
｛
盲
目
）
「
土
地
及
び
聚

落
史
上
の
諸
満
題
」
（
昭
・
瀦
十
八
年
V
の
二
著
に
よ
っ
て
十
分
に
窺
ふ
こ
と
が

醸
來
命
。
然
も
氏
は
一
嬬
極
め
て
宗
教
”
融
解
襟
に
．
厚
く
、
夙
に
「
弘
法
大
師

縛
の
研
究
し
（
大
蕉
十
年
）
を
公
に
し
、
玄
た
そ
の
当
家
の
宗
讃
に
M
濁
す
る
眞

盛
上
灘
の
徳
を
讃
仰
し
て
、
そ
の
臨
．
記
集
を
銅
㈱
山
下
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

（
昭
瀦
翌
年
）
。
氏
の
難
修
に
な
る
滋
賀
縣
史
輿
帝
史
等
が
あ
玄
ね
く
そ
の
地

方
の
史
實
を
湛
翻
す
と
共
に
、
よ
く
中
墨
の
歴
蟄
．
と
の
爾
係
を
聡
く
を
忘
れ

ず
、
そ
の
内
駄
容
に
漏
聞
い
て
は
た
ま
た
そ
の
外
形
に
於
い
て
馳
方
実
の
白
…
肩
と

稚
せ
ら
れ
て
る
る
の
も
蓋
し
理
由
な
き
こ
と
で
ほ
な
い
◎
氏
は
昨
年
北
・
海
道

史
の
帽
柵
修
へ
を
了
へ
て
後
、
一
更
に
新
に
大
津
市
史
の
編
鯉
瓢
を
海
曹
託
せ
ら
れ
款
拍
々

そ
の
悠
を
進
め
ら
れ
て
み
た
の
で
あ
っ
た
が
、
未
だ
そ
の
完
成
を
見
る
に
歪

ら
ず
し
て
堪
っ
た
。
本
誌
繊
月
號
に
揚
載
せ
ら
れ
た
職
窪
地
問
題
の
　
麟
結
」

は
醐
ら
す
も
氏
が
．
公
表
せ
ら
れ
た
最
後
の
論
孜
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

・
九
月
ニ
セ
八
H
、
遺
骨
の
故
山
に
還
る
に
先
立
ち
午
後
…
温
雅
三
十
．
分
富
小

路
｛
一
條
下
麟
拳
蟹
に
於
い
て
大
學
閣
係
漕
、
蜘
友
、
門
弟
簸
相
集
り
、
告
別

追
潭
會
を
蕾
ん
だ
。
擁
す
る
も
の
腰
強
…
瓠
、
交
學
部
．
長
、
繰
入
総
代
、
叢
生

総
代
等
よ
り
そ
れ
み
＼
弔
跡
が
蓮
べ
ら
れ
た
Q
〔
門
限
〕

蓬
慶
陵
の
調
査

　
京
都
帯
．
精
白
迎
撃
寿
都
の
線
村
講
師
・
小
林
助
手
・
釣
田
火
學
院
雛
生
薯

一
智
七
隈
は
偶
点
文
化
協
膿
め
漸
滅
を
受
け
て
七
月
瓢
ナ
日
騨
戸
出
航
以
下

瓢
ケ
月
難
、
興
安
．
擁
劣
巴
林
産
驚
．
旗
方
朔
の
遼
代
々
蹟
を
調
査
し
た
◎

　
七
月
欝
…
一
丁
一
盛
目
奉
瓢
面
壁
川
叢
、
　
八
月
志
ハ
臼
林
東
電
灘
、
　
既
濾
に
伍
し
呼
捨
上
繭
融
蹴
。
の

賞
測
を
行
ひ
、
牽
瓢
叢
林
東
獲
、
途
申
セ
ン
チ
鐸
ツ
ク
州
・
小
城
子
等
の
各

土
城
を
同
仁
し
つ
㌧
十
六
U
白
塔
矛
（
擾
粥
）
に
醜
く
。
翌
蹟
よ
り
流
ち
に
土

城
の
實
溺
に
済
輸
し
、
黒
±
…
冒
腿
陵
の
噺
在
地
な
る
ワ
ー
リ
℃
ン
ハ
に
両

ふ
。
趾
嘘
に
は
興
安
強
悪
の
一
峰
た
る
慶
雲
山
の
中
腹
に
、
痩
．
陵
蘭
W
ち
遼
の

・
聖
宗
・
織
ハ
宗
・
撹
爲
撚
…
　
帝
の
陵
墓
と
認
め
ら
れ
る
黛
塞
の
墳
墓
の
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
騰
り
甑
に
次
掘
掘
に
よ
っ
て
澗
囲
“
、
　
一
宇
の
調
遜
・
も
公
に
せ
ら
れ

た
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
で
脚
韻
に
壁
遊
を
泄
存
す
る
東
陵
並
に
そ
の
轡
蘭

施
設
に
つ
い
て
更
に
詳
、
細
な
調
嚢
を
途
行
ず
る
の
が
跨
的
で
あ
っ
た
。

　
墓
室
は
穂
築
に
て
圓
形
準
画
に
ド
ー
ム
を
架
し
た
大
小
六
飼
の
室
と
、
そ

れ
を
つ
な
ぐ
ア
ー
ケ
ー
ド
と
よ
り
な
り
、
杢
長
七
〇
尺
懸
、
更
に
そ
の
葡
ぬ
カ

に
鴬
O
尺
以
上
に
達
す
る
糠
築
無
蓋
の
羨
道
部
が
設
け
ら
れ
て
み
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
窒
内
各
壁
瀬
に
は
厚
く
漆
喰
を
塗
り
、
ユ
、
の
上
に
入
物
霧
・
山

水
譜
・
木
浩
建
纂
細
部
意
匠
な
ど
な
彩
雛
に
て
終
い
て
る
る
。
今
飼
獲
見
せ

ら
れ
た
凝
議
都
に
臨
い
て
恵
、
獅
じ
く
入
物
並
に
罵
、
の
岡
を
見
る
こ
と
が
編

來
た
。
陵
の
萌
方
百
雑
慮
を
隔
て
た
所
に
方
八
○
尺
、
蹴
鶴
鷲
面
の
殿
堂
を

中
心
と
し
て
梱
灘
・
門
等
を
聡
し
、
更
に
附
瀦
の
屋
金
を
弄
し
た
擬
蹟
が
あ

る
が
、
そ
の
規
獄
㍗
も
ま
た
今
網
の
調
査
に
よ
っ
て
始
め
て
朗
ら
か
に
せ
ら
れ

（87e）



た
。

　
ワ
ー
り
7
7
ン
ハ
に
お
け
る
十
六
a
…
醐
の
天
幕
便
活
…
を
敢
臓
へ
て
九
月
七
日
再

び
白
塔
子
に
鴨
り
、
．
幾
務
を
果
た
し
て
九
月
幸
畳
縁
塔
子
…
醐
獲
、
十
濡
疑
林

西
蔚
、
更
に
鳥
畳
城
．
・
赤
峰
西
郊
土
城
等
の
遼
金
代
慰
蹟
を
調
査
し
、
義
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　

奉
國
寺
を
見
て
牽
九
日
夜
奉
天
に
露
清
し
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
小
林
行
雄
）

鯛
襲
塩
湯
讐
念
講
醤
霧
別
鑛

　
京
都
帝
論
纂
…
學
國
史
研
究
室
に
於
い
て
は
、
剛
治
四
十
年
病
室
の
創
設
以

來
今
年
に
至
る
談
で
殆
ど
…
嵩
十
丁
年
、
そ
の
濁
に
卒
業
生
の
靴
…
も
年
々
増
し

て
甑
に
珊
辮
人
に
蚤
ん
と
す
る
に
至
り
、
殊
に
そ
の
大
多
数
が
壇
方
の
諸
鍛

校
に
漁
職
し
て
醸
史
教
育
界
に
自
ら
一
勢
力
を
形
迭
り
つ
、
あ
る
霧
搬
で
あ

る
が
、
豫
て
そ
れ
ら
地
方
窟
一
佳
の
國
史
由
田
身
空
蝸
の
聞
に
、
研
箆
窒
の
隆
群
を

記
念
し
兼
ね
て
火
畢
延
長
蓮
動
の
一
助
と
も
な
さ
ん
が
爲
に
、
講
演
會
並
に

史
料
展
掘
を
開
催
せ
ん
と
す
る
議
が
あ
っ
た
が
、
途
に
去
る
七
月
十
H
大
阪

覇一

P
會
館
に
於
い
て
そ
の
實
現
を
見
る
に
羅
つ
た
。

　
談
づ
平
着
の
講
演
ほ
滋
懸
を
「
鐙
窒
と
日
木
文
化
翫
と
題
し
午
後
六
時
よ
わ

朝
縫
碕
昌
館
公
演
場
に
於
い
て
山
根
徳
太
郎
氏
懇
望
の
下
に
春
は
れ
た
。
會
搬

約
千
名
、
場
内
殆
ど
立
錐
の
懸
地
な
く
、
こ
の
種
學
徽
講
演
會
と
し
て
は
稀

に
見
る
盛
況
で
あ
っ
た
。
講
演
の
概
要
は
溺
に
パ
ン
ソ
レ
ッ
ト
と
し
て
公
鰯

さ
れ
る
こ
と
曳
な
っ
て
み
る
の
で
そ
れ
に
ゆ
づ
り
、
左
に
そ
の
題
口
の
み
を

掲
げ
る

　
…
、
開
愈
の
際
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燦
本
準
二
氏

　
　
、
明
銀
天
推
と
グ
ラ
ン
あ
驚
軍
　
　
　
　
　
露
語
…
　
…
郡
氏

輝

へ、

ﾓ
室
と
武
家
政
冷

一、

ﾛ
蕪
と
古
代
鉱
化

一、

髣
｣
憲
渋
に
見
ゆ
る
歴
史
観

一、

D
本
盤
々

一、

y
輩
の
餅

魚
澄
惣
流
郎
氏

東
伏
見
邦
英
氏

牧
　
健
二
氏

酒
田
璽
　
郎
酌

取
本
準
二
凪

展
…
襯
は
同
館
展
艶
愈
場
に
於
い
て
、
問
縫
午
鮪
九
時
よ
り
午
後
鉱
時
雫
ま
で

並
に
竪
臼
午
雨
中
…
國
噛
砕
究
室
が
多
年
蒐
集
に
か
駈
る
史
料
を
恵
ら
と
し
、

歴
代
の
震
影
震
翰
を
は
じ
め
、
頒
蟹
盤
の
三
芳
、
元
貯
溜
に
畜
轡
朝
飯
係
史

料
、
大
日
本
史
編
纂
記
録
、
大
津
京
阯
出
土
晶
以
下
各
聴
代
文
化
史
料
並
に

懸
外
…
關
係
史
新
を
含
む
総
訴
百
勲
…
、
い
つ
れ
も
土
塗
陶
渚
に
潔
い
感
銘
を
與
へ

た
Q

更
學
　
研
　
究
禽
虚

誕
會
　
六
月
∵
十
四
織
（
土
〉
午
後
一
疇
牛
よ
り
交
學
部
第
八
漸
騰
に
於
い
て

開
催
、
泥
の
講
灘
が
あ
っ
た
。

　
所
謂
交
化
循
環
論
に
眠
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
高
患
縫
帯
氏

へ
近
く
本
総
に
宥
出
せ
ら
る
瓦
筈
に
つ
き
概
詑
を
省
略
す
る
〉

　
ギ
リ
シ
ア
蟻
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
村
田
藪
之
夷
氏

　
ギ
リ
シ
γ
へ
の
旗
人
は
そ
こ
に
ギ
リ
シ
ア
古
蕪
へ
文
縦
　
の
、
ギ
リ
シ
ア
譲
国
術
…

の
故
郷
の
み
を
求
め
ご
費
く
。
し
か
し
こ
の
古
代
ギ
リ
シ
γ
が
亡
ん
で
道
楽

麟
に
皿
千
年
、
ビ
ザ
ソ
ッ
文
化
の
下
に
生
き
、
ト
ル
認
の
治
ギ
に
あ
っ
て
、
近

代
國
家
と
し
て
転
生
し
た
の
は
、
，
十
九
世
紀
の
初
で
あ
る
。
私
と
て
も
占
代

ギ
》
シ
ア
を
求
め
て
等
し
た
　
入
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
瓢
千
年
の
閥
を
生
き

第
瓢
＋
閥
巻
第
照
鱗
　

嵩
Q
ぜ

（87め



魏

報

篤
q
工
十
賜
懲
　
櫨
解
鰻
號

謡
酬
○

の
び
て
き
た
今
縫
の
ギ
リ
シ
ア
を
そ
の
ま
談
に
珊
解
し
た
い
の
が
、
鐙
と
な

っ
た
。
　
こ
の
蹴
鵬
　
か
ら
私
の
離
擬
は
展
べ
ら
れ
る
。

・
し
か
し
ギ
リ
シ
ア
は
あ
の
霧
典
ギ
リ
シ
ア
の
故
郷
、
そ
こ
に
は
今
時
も
駈

謂
唱
露
典
納
景
鋪
謄
が
あ
る
。
溝
燈
な
盛
氣
と
輝
き
微
笑
む
二
酉
と
が
射
つ
ぽ

い
岩
出
と
紺
襲
の
海
と
銀
隷
の
オ
リ
ー
ヴ
の
…
樹
を
包
む
。
愛
す
べ
く
乳
親
模

な
明
瞬
な
枇
界
○
そ
こ
に
霧
典
葵
術
…
の
性
格
が
計
れ
た
。
し
か
し
畔
、
ケ
r
晶

ア
は
忍
事
の
上
で
も
ギ
リ
シ
ア
的
で
な
い
⇔
オ
リ
ム
ボ
ス
の
由
　
は
そ
の
境
だ
。

　
ピ
レ
ウ
ス
を
念
ん
だ
γ
テ
ナ
イ
は
今
も
古
も
ギ
リ
シ
ア
の
眼
で
あ
り
、
心

臓
で
あ
る
◎
そ
こ
に
古
代
に
憬
れ
て
杖
を
引
き
し
入
々
を
ア
ク
R
ポ
リ
ス
の

諸
建
物
、
そ
の
崩
囲
、
二
目
他
の
潰
蹟
が
充
分
に
浦
足
せ
し
め
よ
、
，
。
議
々
の

方
向
と
高
さ
か
ら
、
月
光
に
、
照
明
に
。
し
か
t
彼
が
嵩
む
ほ
最
も
モ
ダ
ー

ン
な
ア
テ
ネ
、
大
野
通
と
ス
タ
デ
ィ
オ
ソ
遥
に
厭
湖
文
明
の
尖
端
を
享
受
し

得
る
。
こ
の
瀬
…
極
端
の
申
…
問
に
大
衆
ギ
リ
シ
ア
の
生
活
が
あ
る
◎
オ
モ
詳
ア

廣
場
、
ア
イ
オ
リ
ス
通
、
ア
テ
ナ
遜
の
濃
雄
騒
然
と
し
た
難
脇
と
藤
．
菅
と
の

内
を
行
く
ギ
リ
シ
ア
人
は
淋
ω
れ
し
服
と
靴
Q
茅
」
れ
は
全
く
近
宙
小
的
だ
。
ナ
ッ

サ
ド
　
…
ケ
で
も
、
ク
レ
ナ
の
町
々
で
も
何
と
軒
ル
鷹
の
町
づ
々
に
似
て
る
こ
と

か
偽
最
…
つ
ギ
リ
シ
ア
人
の
生
活
を
特
色
づ
け
る
の
は
、
ビ
ザ
ゾ
ッ
的
な
臨

の
、
ギ
リ
シ
ア
…
翫
衡
驚
殊
に
繋
馬
の
際
々
と
ナ
ツ
サ
μ
　
…
ケ
Q

　
テ
ッ
サ
ド
誕
ケ
は
こ
の
宗
教
の
外
に
、
更
に
ト
ル
鷹
野
で
、
更
に
鰻
重
と

し
て
み
る
驚
こ
こ
の
生
活
ほ
中
蓋
か
ら
始
ま
っ
て
み
る
。
町
を
は
た
れ
て
田

金
に
入
れ
ば
、
北
方
で
も
購
…
方
で
も
三
都
で
臨
濃
か
い
純
泌
な
田
為
人
の
心

に
ふ
れ
る
。
そ
れ
は
や
や
霧
拙
的
な
疑
ふ
こ
と
鋸
欺
く
こ
と
も
知
ら
ぬ
牧
入

の
心
で
あ
ら
う
か
。
幸
ひ
ギ
リ
シ
ア
の
古
蹟
は
こ
ん
な
簸
方
に
も
多
く
そ
こ

に
愛
器
な
自
然
と
麟
偉
な
入
惰
と
が
旗
入
に
時
と
慮
と
を
忘
れ
し
め
る
と
い

ふ
も
の
。

　
斯
様
な
議
臨
を
指
つ
の
が
現
代
ギ
リ
シ
γ
。
否
こ
れ
等
を
包
ん
で
メ
ダ
ク

ザ
の
串
猫
裁
政
治
が
そ
れ
糧
常
の
ツ
7
ッ
シ
聾
形
態
で
か
た
め
、
猛
た
か
た

め
ん
と
し
て
み
る
の
が
現
代
ギ
リ
シ
ア
王
隅
。
牧
人
の
符
と
共
に
男
欺
な
國

歌
と
行
幾
曲
。
こ
ん
な
∴
千
年
聞
の
凡
て
を
憂
認
し
、
肯
饗
し
、
更
に
暖
か

き
魔
．
厚
の
心
も
て
凡
て
を
理
解
せ
ん
と
す
．
る
時
、
ぎ
、
リ
シ
ァ
の
族
ほ
薫
り
な

く
愉
し
い
で
あ
ら
う
。
　
　
、

（　s7‘．，　〉



禽

報

㈱
委
員
の
異
動

委
嘱
角
田
文
衛
氏
は
去
る
七
月
、
縫
伊
交
換
學
生
と
し
て
伊
太
利
に
留
學
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
藏
に
考
宵
闇
一
教
案
蒲
醐
手
藤
岡
灘
皿
…
一
鄭
氏
が
委
員

に
委
肥
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
Q

盤
禽
　
員
　
動
　
静

　
　
　
◇
入
　
　
　
奮

京
榔
帝
國
目
撃
交
學
都
考
實
畢
敷
避

難
都
電
産
窟
減
灘
土
寺
南
田
町
∴
撒

大
恥
府
賊
難
郡
織
槻
町
瀞
演
塞
町
コ
九
…

　
（
窟
…
鵬
筑
梅
陳
末
治
或
紹
介
）

棄
京
寮
上
田
帳
駿
泌
壁
鵠
丁
日
一
ノ
一

　
（
震
外
山
軍
治
或
紹
介
）

京
都
霧
黒
船
醜
岡
崎
蒸
谷
町

京
都
帯
鎌
脚
嫉
北
白
規
小
倉
晦
五
〇

京
都
帝
醐
大
愚
寄
宿
禽

京
都
市
窟
京
野
田
申
春
蘂
町
一
九

京
都
寵
上
泉
擬
紫
竹
下
梅
ノ
木
町
囲
八

禽

報

鼠：詳陶松

方都円
頓斑一
i亮道政
氏氏氏

東
岨
研
究
虜
酒
弁
忠
夫
氏

長
安
院
方

　
　
白
下
区

点
田
方

島
醐
慶
次
氏

眞
島
行
雄
氏

レ
　
ヒ
　
・
　
k
ト
、
、
寡
～

曙
ソ
　
　
惰
　
　
鷺
～

瓦
彗
　
躯
耶
　
　
も
℃

臼
一
　

一
～
　
　
　
ま
ノ
工

撫
醒
陽
一
玩

京
都
帝
産
京
雇
照
中
筒
原
町
穴
総
特
濱
ア
パ
ー
ト
内

京
都
宙
た
京
減
書
韻
本
興
蕪
蹴

大
阪
市
旭
．
匿
毛
焉
町
七
胤
一

西
宮
市
久
保
町
一
鷲
○

京
都
竃
外
長
岡
天
紳
由
…
三
長
岡
輝
瓠
内

游
水
霧
入
江
瓢
ノ
一
一
流

兵
庫
縣
武
庫
郡
回
議
付
芦
屋
山
ノ
下
…
護
…
毛

　
　
　
◇
韓
　
　
縁

長
谷
摺
一
郷
氏

朔
職
雀
脇
鳶

　
ま
コ
　
き
　

エ
エ

酬
繁
訟
弩

「
⊃
　
爵
　
で
」
　
煮
～

千
足
　
宏
氏

吉
坦
専
心
筑

藤
田
國
雄
氏

鈴
木
恒
生
氏

東
京
衛
難
島
匿
樵
名
町
四
ノ
瓢
；
鋪
橋
本
方
　
　
川
崎
遜
譲
灘
氏

◇
樹
欝
験
醒
父
換
圖
書
…
鰻
録
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